
  【学校沿革の大要】 

明治 ８年 ６月 日棚小学校を創設し、民家を校舎に充てる 

１０年 ７月 松岡下手綱小学校に合併 

１１年 ５月 小野矢指小学校を設立し、小野矢指、粟野、日棚及び松井の一部をもって学区とする 同時に日棚分校を置く 

１９年１１月 小野矢指小学校廃止、日棚分校が上桜井小学校日棚分教場となる 

２２年 ７月 町村制施行により、南中郷尋常小学校日棚分教場と改称する 

２５年 ７月 南中郷村立日棚尋常小学校として独立する １５日を創立記念日とする 

３１年  ３月 旧成就院跡に校舎を建築  校舎１２０坪、運動場８１７坪 

３８年 ５月 女子のための裁縫科を加える 

４０年 ４月 義務教育６か年となる 

４１年 ５月 多賀郡南中郷村立日棚農業補修学校を併設 

昭和１６年 ４月 南中郷第二国民学校と改称 

１９年 ４月 高等科を併設 

２２年 ４月 南中郷第二小学校と改称 

３１年 ３月 町村合併により、北茨城市立中郷第二小学校と改称 

３２年 ４月 現・校章制定 

３９年 ４月 旧校旗、現校歌制定 

４７年 ９月 学制発布１００年記念池完成（本校創立８２年） 

５４年 ９月 学校建築推進委員会発足 

５８年 ２月 新校舎建設用地買収完了（小野矢指７２０番３） 

５９年 ３月 校舎建築完成（４／１使用開始） 

６０年 ３月 アスレチック、 マラソンコース完成 

６２年 ７月 学校プール完成 

平成 元年 ２月 学校保健に関する県学校保健会の指定を受ける 平成６年 研究指定・完結 

４年１１月 創立１００周年記念式典及び記念事業（けやき６本植樹，花壇整備） 

６年 ５月 丸太渡り設置（ＰＴＡ） １０月 ジャングルジム、滑り台設置 

９年 ２月 飼育舎設置 

１２年 ４月 学校給食研究推進校の県指定を受ける 平成１３年 研究指定完結 

１４年１０月 文部科学大臣より、学校給食推進校として表彰される 

１５年１１月 本物の舞台芸術体験事業を実施する（文化庁主催） 

１６年 ３月 体力つくり優秀賞を受賞（県教育長） 

１６年 ８月 新規児童用コンピュータ（１９台）設置 

１６年１１月 花と緑の環境美化コンクール優秀賞（大好き茨城県民会議） 

１７年  ３月 体力つくり優秀賞を受賞（県教育長） 

１７年１０月 花と緑の環境美化コンクール優秀賞（大好き茨城県民会議） 

１８年 ３月 ふるさと発見事業（県教育長） 

１８年１０月 花と緑の環境美化コンクール優秀賞（大好き茨城県民会議） 

２０年 １月 茨城県統計グラフコンクール奨励校賞（茨城県統計協会） 

２２年 ３月 のぼり棒設置 ９月 丸太橋設置（ＰＴＡ役員ＯＢ会） 

２３年 ３月 築山トンネル設置（ＰＴＡ役員ＯＢ会、市民の会中二小学区支部） 

２３年１０月 口腔衛生むし歯予防優良校表彰（多賀学校保健会） 

２４年 ６月 防災用備蓄倉庫設置 

２５年 ３月 太陽光発電設備設置 

２５年 ５月 新校旗完成 

２６年 １月 茨城県健康推進学校優秀賞（茨城県教育委員会） 

２８年 １月 市制６０周年記念航空写真撮影 

２９年 ２月 屋上防水工事完了 

２９年 ３月 市総合防災訓練実施 

２９年 ９月 小学生清掃活動トレーニング事業 

３０年１０月 北茨城市・筑波大学体育スポーツ実践共同研究 

令和 元年 ７月 エアコン設置 

２年 ３月 新型コロナウィルス感染症による臨時休業 

３年 ４月 GIGAスクール構想により一人１台のタブレット端末配備 

３年 ９月 新型コロナウィルス感染拡大防止のためオンライン授業実施（４年２月・３月にも実施） 

４年 ５月 青少年赤十字（JRC）実践活動推進モデル校の指定を受ける 

 


